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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 5 月 11 日付「平成 21 年 3 月期決算短信（非連結）」に

て公表いたしました平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9

月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）業績予

想の修正 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ） ２，７００ △１３０ △１００

 

△７０ 

円  銭

△８．０８

今回修正（Ｂ） ２，４４９ △３０ ２２ １３ １．５２

増減額（Ｂ－Ａ） △２５１ １００ １２２ ８３ －

増減率（％） △９．３ － － － －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成２１年３月期第２四半期） ２，９６６ １４３ １９０ ７５ ８．７２

 

２．業績修正の理由 

わが国経済は、昨年の金融危機に端を発した景気不安により、企業の業況判断は、依然と

して厳しい状況にあり、特に当社の主要顧客である中小企業において、景気回復のテンポは

遅い状況にあります。その様な経済環境のなか、当社の事業につきましては、売上は前回予

想を下回る結果となりましたが、経費の見直し等による努力の結果、利益は前回予想を上回

る見通しとなりました。それぞれの増減要因につきましては次のとおりであります。 

 コンサルティング事業 

当初の計画通りの見通しであります。 

 ネットワーク事業 

顧客企業の経費見直し等による会員収入の減少により、計画より若干の減少が見込ま

れます。 

 セールスプロモーション事業 

顧客企業の販促活動費の圧縮等により、当初の計画を大きく下回る見通しであります。 

 経費等 

固定費（販管費）の圧縮による経費削減および、金融収入が計画より上回ることによ

り営業利益、経常利益、四半期純利益が計画より上回る見通しであります。 

 
３．通期業績予想について 

なお、通期業績予想につきましては、不透明な経済環境ではありますが、営業活動の強化

等により、第３～第４四半期業績の改善が見込まれております。 



よって現時点におきましては、通期業績予想を据置きとさせていただきます。 
今後、修正の必要が生じた場合は、速やかに公表させていただきます。 

 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


